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lariguage　education 血 particular，　modern 　communicative 　teaching　methoCls 　seem 　to　demand　creative 　behavior　from　s加 den偲，　However，

the　relationstiip　between　foreign　la皿guage　learning　and 　student 　creativity 　has　rarely 　been　a　topic　of 　fommal　research ．　This　paper　will　discuss

止e　relationship 　betWeen　measured 　student 　creativity （behavio肛 ，　disposition）and 　how　students 　perform 　in　assessment　tests　and 　speaking

tasks．　It　will 　brie且y　discuss　previous　research 　intO　the　personal　creative 　dispositions　of 　stUdents 　and 血eir　foreigri　language　abilit｝c　Then ，

fbr　the　main 　parちit　will 　report 丘om 　an 　ongoing 　longitudinal　pr〔）ject　in　a　Japanese　university 　that　considers 　the　relatio皿ship 　between　f廿st

year　studenお
’
self−reported 　ereativity 　and 　their　perforrnance　in　initial　assessment 　tests　and 　then　oral　perforrnance（reOorded 　spe  hes）over

the　course 　of 　a　ye肌 Initial　resultS 　have　suggested 山at
“
creative

”
stUdentS 　may 　begin　their　university 　English　careers 　at　a　disadvantage，

although 　this　ef「bct　disappears　over 　t  e．　Ths　paper　win 　update 　those　findings　and 　examine 　the　re更ationship 　between血dividual　creadvity

and 　o血er　aspectS 　of 　speech 　pe formance，　such 　as　vocabulary 　usage ．　The 　implications　ofthese 　results 　wili 　be　discussed．
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The 　EFI ．　Pro血ciency 　Structure　Measured　by　the　VELC 　Test：

　　　　　　What 　CFA 　lmplies　for　Score　Reporting

　　　　　　　　V肌 C テス トの 測る英語力構造 ：

　　確認的因子分析が ス コ ア レポ ー ト方式に示唆する もの

Research　paper

靜 哲人 （大東文化大学）

VELC テ ス トは リス ニ ン グ 60問、リ
ー

デ ィ ン グ 60問、合計 120 問の 日本人大学生向けの 熟達度テ ス トで あ る （http：〃www ．

velctest ．org 〆）。リス ニ ン グ、リーデ ィ ン グ ともに 3 つ の パ ー
トがあり、リス ニ ン グ語彙力 ス コ ア （L1）、リス ニ ン グ音声分

析力ス コ ア （L2）、リス ニ ン グ内容把握力 ス コ ア （L3）、リ
ー

デ ィ ン グ語彙力ス コ ア （Rl）、リ
ー

デ ィ ン グ文法構文力ス コ

ア （R2 ）、リ
ー

デ ィ ン グ内容把握力ス コ ア （R3）の 6つ の パ ートス コ ァ、　L1 とL2 とL3 を合 わせ た リス ニ ン グ ス コ ア 、　Rl，

R2 ，　R3 を合 わせ た リ
ー

デ ィ ン グ ス コ ァ 、全 て を合 わせ た ト
ー

タル ス コ ア を返す。2012年度 に VELC テ ス トを受験者 した

12．366名か ら抽 出 した 1800名の 解 答データに よ る L1，　L2，　L3，　R1，　R2，　R3 の 6変数をEFA お よび CFA に よ っ て 解析し、テ

ス トが 測 る 学力構造 を探 っ た。靜 （2012）で 示 唆 され た 2因子 モ デ ル よ りも適合度が よ く解釈可能性の 高 い モ デ ル を、

デ
ー

タ を新 しくして 探 っ た もの で あ る 。 まず 1因子モ デ ル 、2種類 の 2因子 モ デ ル （L1 ＋L2 ＋L3 、　R1＋R2＋R3 に そ れ ぞ れ

同
一

因 子 か らパ ス を引い たモ デ ル 2 − 1と、2 因子抽出の EFA で 得 られ た単純構造 に もとつ くL1＋R1、　L2 ＋L3 ＋R2 ＋R3 に

そ れ ぞ れ 同
一

因子 か らパ ス を引 い たモ デ ル 2 − 2）、3因子 モ デ ル （3因子抽出の EFA で 得 られ た単純構造 に もとつ く

L1＋R1，　 L2＋ L3，　 R2 ＋R3 に そ れ ぞ れ 同
一

因子 か らパ ス を引い たモ デ ル 3 − 1） の パ ラ メ
ータを推定 し適合度 を比較した

とこ ろ 、概ね、1 因子 く 2 因子 く 3 因子 の ）11頁で よい 適合度が 得 られ た。また 2因子モ デ ル の なかで は モ デ ル 2 − 2の ほ う

が モ デ ル 2 − 1 よ りもや や よい 結果が 得 られ た。そ こ で 最 も適 合 度 が よか っ た 3因 子 モ デ ル に絞 り、単純構造に と らわ

れ ず最適なモ デ ル を探 っ た。最終モ デ ル に つ い て は 当 日発 表す るが 、い ず れ にせ よ 本研究の 結果は、テ ス トの ス コ ア レ

ポ
ー

トとして、現行の 「リス ニ ン グス コ ア 」「リ
ーデ ィ ン グ ス コ ア」に加えて 「ボ キ ャ ブ ラ リ

ー
ス コ ア 」が あ っ て も良い

か も しれない こ とを示唆して い る 。 （謝辞 ：CFA に 関 して関西大学の 水本篤氏 よ り貴重な示唆 をい た だい た 。）
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　　English　as　a　Lingua 　Franca 　Online　Exchange　Project：
Collaboration　betWeen　English］reachers　in　Japan　and 　Taiwan

Ke
，
1−Chung （Yuan−Ze　University，　Taiwan）

As　globalization　con 血 ues 　its　tenid　pace，
血creasingly 　the　role　of 　English　as　an　international　or 　global　lariguage　is　taken　for　granted．］陬 e

implication　is　that　English　learners　and 　users 　in　non −English−speal （ing　counndes 　are 　using 　English 　with 　other 　non
−English　speakers ，　or

so −called 　English　as 　a　lingua  ca （ELF）setting ．　As　Matsuda　and 　Friedrich（2011：333）state，　though　more 　and 　more 　attention 　has　been
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paid　to　English　as 　an 血ternational　language（EIL）or　ELF ，　pe（瓰gogic詛 implica廿ons 　and 　real　p瓰 c廿  s伽 t   body出e　ide器 ofEIL 　and

ELF 肥 main 血sufficient．　This　presentation　shares　the　experience　in　which 　an 　ELF　online 　exchange 　project　was 　incorporated　intr）English

writing 　courses 　to　faci賑tate　students
’leam血g．62　Japanese　college 　students 　and 　63　Taiwanese　university　students　ilteracted　i皿 English

via 　onl 血e　forums　to　share 血eir　ideas　on 　the　same 　topics　assigned　by　the　teachers．　We　Wi11　share 　the　whole 　process　and 　the　resultS　of

the　project　as　well 　as　major 　patterns　in　stUdents ’

reflections 　on 　participating　in　such 跏 ELF 　online 　project．　DiMculties　in　implernenting

such　a　pr（）ject　and　students
’
reactions　will　be　discussed　within 　the倉  ework 　ofE 且 teach血 g出at　ainls 　to　libelate　English　leamers丘om

native−speaking　norrns　and 　inferior　complex 　commonly 　observed 　in　East　Asian　studentS ．

Reference：Matsuda，　A ．＆ Frieddch，　P （2011），　English　as　an 　international　language：A 　curriculum 　bluep血 t．　Wbrld　Englishes，30（3），
332−344．

　

ch 　paper

　Services）

　　　　　　　　　　　　　 　linguistics，
especially

　
in「elation　to　second　langt・age　l（　　 Cance ∬’ed 　　　氾 s ・酌 9・陶

’
s （1987）notion 　ofp 「ivate跏 d　imer

speech　within 　the且eld　ofapplied 　linguisd　　　　　　　　　　　　　　
’
esearch　on　the　development　of　L2　irmer　voice 　thaし

Cance ”ed 寺内　正典 （法政大学）
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